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～アイスクリームで、ハッピーをシェアしよう！～ 
 

＜チャリティイベント 『Free Scoop』を実施＞ 
 

ユニセフ募金へのご協力で、アイスクリームをプレゼント 

2014年5月11日（日）、全国の店舗で実施 
 

2013年は、885,323名のお客様にご協力いただき、総額38,238,140円を寄付 

 B‐R サーティワン アイスクリーム株式会社（所在：東京都品川区上大崎3-2-1目黒センタービル／代表取締役社長：
渡辺 裕明：JASDAQ 2268）は、2014年5月11日（日）に、全国約1,100店舗※１のサーティワン アイスクリーム ストアー
にて、チャリティイベント『Free Scoop（フリースクープ）』を実施します。 
 

 『Free Scoop』は、今年で13回目となる毎年恒例の社会貢献活動です。各ストアーにて5月11日（日）の1～2時間※1、

店頭でユニセフへの募金にご協力いただいたお客様全員に、お好きなフレーバーのレギュラーシングルコーン（通常330

円～）を1個プレゼントします。※2 

 お預かりした募金は、 B‐R サーティワン アイスクリーム㈱からの寄付金（参加人数×10円）と共に、（公財）日本ユニセ

フ協会へ寄付され、ユニセフがアフリカ13カ国を対象に実施している教育支援イニシアチブ「Schools for Africa」を通じて

教育のアクセスの向上や質の高い教育の普及を目的に「子どもにやさしい学校」を広めるための様々な（支援）活動に役

立てられます。 

 東日本大震災復興支援として実施した2013年は、 計885,323名 のお客様に 29,384,910円 の募金にご協力いただ

き、 B‐R サーティワン アイスクリーム㈱からの寄付（Free Scoop 参加人数×10円＝ 8,853,230円 ）を合わせた、    

 38,238,140円 は、日本赤十字社を通じて、被災された方々を支援するために役立てられました。 

 ※1：営業休止店舗など一部店舗は除きます。高速道路サービスエリア内及び、球場、遊園地、映画館内のストアーでは実施しません。また、実施時間は 

     各ストアーによって異なります。実施店舗および各ストアーの営業時間は、4月上旬に当社WEBサイト（ http://www.31ice.co.jp/ ）でお知らせします。 

 ※2：お持ち帰りの包装はできません。 

※2013年の「Free Scoop」イベントの様子 



＜一般の方からのお問い合わせ＞ 
B-R サーティワン アイスクリーム株式会社  
○TEL. 03-3449-0335  ○URL. http://www.31ice.co.jp/ 

＜報道関係の方からのお問い合わせ＞ 
サーティワン アイスクリームPR事務局 担当／下村・五十嵐 
○TEL: 03-5771-3841  ○FAX: 03-5771-5524 

 

バスキンロビンス社は、世界50カ国・7,000店以上を持つ、世界最大のアイスクリーム専門店チェーンです。 
1000種類近くものオリジナルフレーバーから季節にあわせた31種類のアイスクリームを店舗で提供しています。 

創業以来“We make people happy.” を理念に掲げ、 
アイスクリームを通じてお客様に幸せをお届けする事をモットーとしています。 

「Free Scoop」 概要 

・名称：Free Scoop （フリースクープ） 
・開催日：2014年5月11日（日） 
・開催場所：全国約1,100店舗のサーティワン アイスクリーム ストアー 
        ※営業休止店舗など一部店舗は除く 

・開催時間：営業時間内の1～2時間 
        ※店舗により異なります。詳細は4月中旬に当社WEBサイト（ http://www.31ice.co.jp/ ）でお知らせ、または店頭でご確認ください。 

・内容：店頭でユニセフ募金にご協力いただいたお客様全員に、 
     お好きなフレーバーのレギュラーシングルコーンを1個プレゼント 
・寄付先： （公財）日本ユニセフ協会 
・支援内容：寄付金は日本ユニセフ協会を通じて、全額をアフリカの教育支援イニシアチブ「Schools for Africa」へ寄付 

過去の実績 

※ 総寄付額の内訳：お客様からいただいた募金額＋当社からの寄付金（ご参加者数×10円） 
※ 2002～2003年は夕方に3時間、2005～2008年は夕方に2時間、2004、2009～2013年は午前中に2時間実施しました。 
※ 2010年まで、 B‐R サーティワン アイスクリーム㈱からの寄付金は、世界のこども達の予防接種、スマトラ沖地震・津波被災地のこども支援、 
   ブルキナファソの教育支援等に役立てられてきました。 
   2011～2013年には、東日本大震災復興支援として実施しました。 

ユニセフ「Schools for Africa」 概要  

・名称：Schools for Africa （スクール・フォー・アフリカ） 
・目標：アフリカ13カ国を対象に、教育へのアクセス向上と質の高い教育を目指す 
・支援対象国：マリ、ニジェール、エチオピア、ルワンダ、マラウイ、マダガスカル、 
         モザンビーク、ジンバブエ、南アフリカ、アンゴラ、シエラレオネ、 
         ギニアビサウ、ブルキナファソ 
・主な活動内容：子どもに優しい学校の建設、机・いす・黒板などの備品を提供、本・ 
 えんぴつ・レクリエーションキットなど学習教材や学用品を提供、校 
 庭・図書室・学校菜園などを整備、学校の先生のトレーニング、HIV 

実施年 実施店舗数（店） 参加者（人） 総寄付額（円）
2002年 350 365,955 4,780,473
2003年 410 578,127 8,000,000
2004年 500 274,793 11,234,698
2005年 630 451,301 17,930,881
2006年 707 596,432 22,160,482
2007年 809 681,448 25,758,494
2008年 859 737,085 28,467,992
2009年 904 693,169 29,681,348
2010年 949 835,637 33,863,096
2011年 1,010 739,525 39,528,674
2012年 1,064 834,135 39,048,058
2013年 1,087 885,323 38,238,140

合計： - 7,672,930 298,692,336

の予防・保健・栄養・衛生などのライフスキル教育、学校管理へのコミュニティの参加を促進 
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